
   

氏    名 

 

中越みずき 
専  攻 社会学 

指導教授 稲増一憲教授 

研 究 領 域 政治心理学・社会心理学 

研 究 題 目 低所得層における保守政党支持の心理的基盤の解明 

  所 属 学 会 日本社会心理学会 日本選挙学会 日本心理学会 日本政治学会  

Society for Personality and Social Psychology 

 

学    歴 

（学部入学から） 

2021年 4月 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程後期課程 社会学専攻 入学 

2021年 3月 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程 社会学専攻 卒業 

2019年 4月 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程 社会学専攻 入学 

2019年 3月 大阪市立大学文学部人間行動学科 心理学コース 卒業 

2017年 3月 大阪市立大学文学部人間行動学科 心理学コース 入学 

 

 

教    歴 

担当授業科目 

 

2019年 4月～ 関西学院大学社会学部   教学補佐 

2019年 9月～2020年 3月 関西学院大学社会学部「基礎心理実験１」授業補佐 

2019年 9月～2020年 3月  関西学院大学社会学部「基礎心理実験２」授業補佐 

研    究    業    績  

著書、論文、翻訳、研究報告等題名 発 表 年 月 掲載誌または発表場所 備    考 

<論文> 

中越みずき・稲増一憲(2019).メディ

アフレームと情報の立場性が生活保

護の責任帰属に及ぼす影響：「責任が

ある」のは政府か受給者か 

 

メディア・フレーミング効果の調整

要因としての関心度の検討：「注意の

バリア」仮説に着目して 

 

<国際会議> 

Nakagoshi, M. & Inamasu, K. 

(2021). Does the pandemic change 

what is meant by the ”system” in 

Japan?   

 

Nakagoshi, M. & Inamasu, K. 

(2020). People’s support for the 

conservative government in 

Japan: Effects of the “need for 

cognitive closure” and “system 

justification” on support for the 

Abe administration.  

 

 

 

 

 

 

 

2019年 11月 

 

 

 

 

2020年 1月 

 

 

 

 

2021年 2月 

 

 

 

 

2020年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『社会心理学研究』 

 

 

 

 

『KG社会学批評』 

 

 

 

2021 Annual Meeting of 

Society for Personality and 

Social Psychology 

 

 

2020 Annual Meeting of 

Society for Personality and 

Social Psychology 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

査読有り 

 

 

 

 

査読有り 

 

 

 

 

査読有り 

 

 

 

 

査読有り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇国内での発表 

<オンライン発表> 

中越みずき (2021). 日本の低所得

層における保守政権支持の検討：シ

ステム正当化理論の観点から   

 

中越みずき・稲増一憲(2020). 日本

の政治文脈に対するシステム正当化

理論の適用性とその頑健性：割り当

て法を採用した web 調査による検

討   

 

中越みずき・稲増一憲 (2020). シス

テム脅威および安定性の知覚が女性

候補者支持に及ぼす効果    

 

< 口頭発表 > 

中越みずき (2021). ジェンダース

テレオタイプは女性政治家にとって

「有利」に働くか：相補的ステレオ

タイプの観点に基づく検討 

 

中越みずき・稲増一憲 (2020). 第 

25 回参議院選挙における 一般的・

経済的システム正当化の役割  

  

中越みずき・稲増一憲 (2019). 保守

政権支持の心的基盤としての認知的

完結欲求と経済的システム正当化  

 

中越みずき・稲増一憲 (2019). メデ

ィア・フレームと情報の立場性の交

互作用―生活保護報道に着目した検

討―  

 

< ポスター発表 > 

 稲増一憲・中越みずき (2020). い

かなる「システム」を正当化してい

るのか －コンジョイント分析によ

る候補者選択の検討－   

 

中越みずき・稲増一憲 (2019). なぜ

生活保護における不正受給の割合を

高く見積もるのか？:内在的公正世

界信念に着目した検討  

 

中越みずき・安達菜穂子・池上知子 

(2018). 責任帰属が生活保護政策へ

の賛否に与える影響  

 

 

 

 

2021年 2月 

 

 

 

2020年 11月 

 

 

 

 

 

2020年 9月 

 

 

 

 

2021年 5月 

 

 

 

 

2021年 5月 

 

 

 

2019年 12月 

 

 

 

2019年 11月 

 

 

 

 

 

2020年 5月 

 

 

 

 

2019年 9月 

 

 

 

 

2018年 9月 

 

 

 

神戸大学政治学研究会 

 

 

 

日本社会心理学会第 61回大会 

 

 

 

 

 

実験実施「前」公開研究集会   

 

 

 

 

2021年度日本選挙学会研究会 

 

 

 

 

2020年度日本選挙学会研究会 

 

 

 

第 38 回政治コミュニケーショ

ン研究会 

 

 

日本社会心理学会第 60回大会 

 

 

 

 

 

2020年度日本選挙学会研究会 

 

 

 

 

日本心理学会第 83回大会 

 

 

 

 

第 65 回日本グループ・ダイナ

ミックス学会研究会 

 

 

 

招待有り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

招待有り 

 

 

 

 

 

 


